




分割鏡方式の30 m望遠鏡
主鏡を構成する分割鏡は対角 1.44 mの六角形状で，これを 492枚組み合わせます。鏡の
厚さは 4.5 cmしかないので，全体としての重量を軽くすることができるのです。主鏡全
体が放物面に近い双曲面になるように，それぞれの分割鏡の表面も非球面状に加工しま
す。その精度は可視光の波長の数十分の1，つまり10 nm程度にする必要があります。表
面の形状が少しずつ異なる82種類の分割鏡を，交換用を含めて7枚ずつ製作します。鏡
の表面は薄い金属膜でコートし，可視光から赤外線まで高い反射率をもたせます。望遠
鏡運用時の分割鏡の洗浄や再コートは，交換用の鏡を利用して順次行います。

TMTの最大の特色は，口径30 mという，これまでの望遠鏡を大きく上回る巨大な主鏡に
あります。すばる望遠鏡（口径 8.2 m）の主鏡は 1枚の鏡ですが，TMTは多数の鏡を組み
合わせて主鏡を構成する，分割鏡方式を採用しています。
　主鏡が大きくなるのにともなって，望遠鏡本体やドームも大型になりますが，これを
最小限にとどめるために，主鏡の F値（焦点距離 / 口径比）が非常に小さくなるよう設計
しています。ドームの高さは 56 m ありますが，これはすばる望遠鏡のドーム（高さ
43 m）よりひと回り大きいサイズにとどまっています。望遠鏡本体も軽量かつ
丈夫な構造になるよう，工夫をこらしています。
　主鏡で集められた光は副鏡と第 3鏡で反射され，望遠
鏡の両側に配置される観測装置に送られます。装
置の切り替えは第3鏡の制御により行います。

492枚の分割鏡からなる，口径 30 mの主鏡
対角 1.44 mの分割鏡を，2.5 mmのすき間で敷き詰めています。

分割鏡の支持機構
27点の上下方向の支持によって各分割鏡の形状を調整し，アクチュエーターによって分割鏡の相対的な位置を3点
で能動的に制御します。
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TMTの諸元
TMTは水平方向と高度方向に駆動する経緯台式望遠鏡
で，主鏡・副鏡・第 3 鏡でつくられる焦点（ナスミス
焦点）で観測を行います。観測装置は望遠鏡の両側（ナ
スミス台）に配置されます。ひとつひとつの観測装置
も大型になるので，使用する装置の切り替えは装置を
固定したまま，第 3鏡の向きを変えることにより行い
ます。観測可能な視野（15分角）は，満月の視直径の
約半分です。
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リッチー・クレティエン式光 学 系
変則ナスミス焦点焦 点
30 メートル　492 枚の分割鏡口 径
450 メートル合成焦点距離
15 分角視 野
1主 鏡 F 値
8 ミリ秒角（波長 1 μm）回 折 限 界
0.31～28 μm観 測 波 長

望遠鏡の高さ 51 メートル
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